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・小・中学生が一体型の校舎で９年間一緒に教育を受けることは、助け合いの気持ちや交流が
生まれ、良いと思う。

・これから５～６年かけて建替を行うが、末代まで残るような立派な学校を建設してほしい。
・福岡中も馬出小も非常に歴史ある学校なので、校名・校歌・校章はそのまま残していきたい。
・今後の施設整備の方向性や施設の概要を検討するにあたり、施設一体型小中連携校で整備
した学校の見学会を実施してほしい。

・学校教育を進める上で必要な施設機能を確保しながらも、敷地面積が狭いため、土地の有効
活用や建て方の工夫が必要。

・基本計画・設計は、小学校、中学校の現況把握をしっかり行ったうえで行い、イメージを
示しながら、協議を進めてほしい。

・隣接する学校や近隣住民の方への説明もしっかり行いながら進めてほしい。
・馬出小敷地にある地域等からの寄贈物（旧福岡動物園の門や池など）の取扱いについて、
地域の要望を踏まえた検討をしてほしい。

第２回委員会の主な意見

「福岡中学校・馬出小学校建替検討委員会」では、福岡中学校・馬出小学校の校舎の老朽化
に伴う建替を契機に福岡中学校の小規模校の課題を解決するため、建替えの方向性などついて
協議しています。
令和６年６月１０日（月）に第２回建替検討委員会を開催し、福岡中学校・馬出小学校の建

替えの取り組み手法と、新設する学校校舎の建設予定地が決定しました。
今後、施設整備の方向性や施設概要、工事期間中の学校運営の検討などを進めるためのイ

メージを共有し、地域の意見を踏まえた意見交換を行いましたので、次回以降の委員会におい
て引き続き協議を行っていきます。

◆福岡中の小規模校の課題を解決するため、施設一体型による小・中学校を整備する。

◆馬出小の方が比較的、児童・生徒の安全が確保できること、コミュニティ活動の中心で
あることなどから、新設する学校校舎は、馬出小校地に建設する。

＜建替方針＞

お問い合わせ先
福岡中学校・馬出小学校建替検討委員会事務局
（教育委員会学校計画課）
TEL:711-4252 FAX:711-5539
E-mail:gakkokeikaku.BES@city.fukuoka.lg.jp



・中学校規模のグラウンドの確保のため高層化も検討
・工事期間中は、西側からのアクセスがメインとなるため工事車両の動線と児童の動線に
十分配慮した計画および工事後の周辺環境へ配慮した計画

・整備にあたっては浸水想定区域に配慮
・プールを解体する場合は、工事期間中のプール授業の確保
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第３回建替検討委員会～
・施設整備の方向性
・施設概要
・工事期間中の学校運営等

開校準備委員会
・校名、校歌、校章
・教育課程、教育目標など

今後の想定スケジュール ※最短の場合

次回より施設の基本計画の検討などを建替検討委員会において
進めていきます。

【参考】「今後の基本計画に向けたイメージ」についての資料（抜粋）

馬出小に小中一体整備をする場合の主な視点

・築 年 数:6２年※校舎棟
・階 数:４階建
・保有教室数:19教室
・学 級 数:15学級（360人）
・校 地 面 積:約18,300㎡
・運動場面積:約7,300㎡
・用途地域 :１種住居
・浸水想定 :高潮1～3ｍ未満

○児童・生徒の負担を抑えられるように検討する事項
⇒校舎間の移動距離、運動スペースの広さ、体育館等が使えない期間
給食の継続、騒音･振動 など

〇 「反転建替え」を基本
〇 現況以上の運動場面積の確保のため、高層化も検討
〇 まとまりのある校舎配置

■ 馬出小の施設概要

■「建替え計画の基本的な考え方」(全体)


